　　特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年01月30日　　497号　　
第31回京都木津川マラソン大会　2月2日　10時　
フル・スタート　5700人のエントリー　　スタッフ　延750人で運営　　聴覚障害者・山城ネット…25０人　　里山の会…54人　　マラソンの坪…20人　　観察応募者…30人　　かばた無線…20人　　松本グループ…14人　　　府営団地有志…25人　　一休農園…20人　　　建設省ＯＢ…45人　　八幡後援会…13人　　大住後援会…15人　　精華町職組…10人　　教職員有志…15人　　京田辺走ろう会…6人　府庁ランナーズ…5人　チームアジア…6人　　
京都ランナーズ…5人　　ミントＪＣ…2人　　個人有志…20人　　公募ボランティア…45人
木津川・沿川活動団体交流会　18日（土）　山城地方活動支援センターにて

午後1時30分に開会　深田理事長来賓あいさつ　　基調講演を京都大学教授で防災研究所流域災害研究所センター長の中川一さんからありました。城陽市の冨野荘にお住まいで冨野小学校の卒業者とうかがいました。お話では、これまでの河川の整備計画は200年の災害に備えることを前提に工事が進められているとの事でした。やましろ地域では昭和28年の大水害がその基準にされているようです。しかしICPPの予想によると2040年ごろからは豪雨日数が激増するとしています。又100年に一回の洪水に対応したものは25年に1回の割合に激増してくるとされている。これにどのように対応していくのかが問われていますと提起されました。又天井川のうち天津神川や馬坂川などは非常に危険な河川でもあると指摘されました。まとめとしてハード的な対策とソフト的な対策は全庁を挙げて取り組まなければ、よいものはできない。兵庫県の台風9号災害検証報告書や台風9号のホローアップ委員会の資料が大変参考になると紹介がありました。
マラソンの大会いよいよ明後日2日に迫る　里山の会の受持ち部署の進み具合について、会場大掲示板の設置が完成しました。一昨年から東北震災復興支援として参加者から激励の署名を集めて東北地方のマラソン大会に送ってきました。そのために掲示板を設置してきました。今年は活動支援金を地元の方々による活動に広げましたので、その活動報告としてポスターを展示していただきます。河川レンジャー活動なども発表して頂きます。ご期待ください。　手原川エイドの開設　長年担当していただいてきた皆さんから、少し若がえっつて取り組むことになりました。エイドではランナーに水分補給所としてなくてはならないものです。これまで手製のコーヒやみそ汁も振る舞ってきました。今年はどんな取り組みになるのか楽しみです。　会場暖房と監視　　2月初旬は節分が近く季節の分かれ目とされていますが、木津川では寒さが厳しくなかなか大変です。そこでの薪による暖房は非常に喜んでいただいています。今年は自分たちが原木を切りだして焼き上げた炭（木炭）を使ってみようかと思います。いずれにしても夏に起きた福知山の花火大会の教訓をしっかり生かすことにしています。消火器を少し準備しました。飴湯やうどんコーナー　暖かい食べ物は冬の大会の大変歓迎していただいているコーナーです。まだまだ厳しい寒さに打ち勝って帰路についていただけるように張り切っておられます。特におうどんの要員は大変なので昨年の14名から56名の体制に充実することが出来ました。選手輸送　例年通りの体制が整いました。風邪などで体調が思わしくない方が続出しましたが、なんとか人数を整えることが出来ました。午前7時から新田辺駅と京田辺駅でそろって出迎え歓迎しようと張り切っておられます。　整備協力金負担駐車場　茶摘みのころから草刈りを行います。梅雨明けや土用の後、8月の夏草繁茂、秋の草など年間を通じて整備を繰り返さなくてはなりません。そうして溜まり水の排水溝を掘って環境を整えなければなりません。見えないところでの作業を繰り返してきました。特に岡本さんの頑張りがすごい威力を発揮していただいています。本当にご苦労様です。コース点検と補修　ランナーの転倒による負傷を根絶しようと徹底的にコースの点検を繰り返して補修に努めています。自動車の侵入をストップさせるためのポールを引き下げると頭部分が隠れずランニングには危険な障害物となっています。淀川事務所や京都府南土木事務所に改善を求めていますが、全く改善されていません。少し安全面で心配です。
里山号1号車の検査診断　2号車の購入について　　29日播川さんが自費で車検を受けて事務所に持参いただきました。事務局会議出席者が実物を確認できました。確認後の感想では、●外観は美しく無傷で丁寧に使用がうかがえました　●運転頻度の高い大村さん…無傷のボデイは農作業用にはもったいないし、気軽な使用（道具や肥料、土のついたもの等積み込みに気が引ける）に適さない。1号車の修理でしのげないか、荷物室の高さと広さ容量に大きな差があるので、修理をして1号車でいいのではないか。●1号車は故障や修理が重なって維持経費がかさむ老朽化なので、早期更新時期と考える。●積載容積が大きい方が里山に向いているのではないか、総じて美的や外観やマシンの強度、維持経費問題ではなく、荷物室の容量が関心・判断材料でした。結論は、1号車の今後の使用可能年を信用のおける検査診断を受けて、判断することになりました。
会誌「里山の自然と環境」第36号の発行について　
なるべく多くの会員さんの登場をお願いします。
次年度の活動方針についてご提案を求めています。年度末も迫ってきました。皆さんのご意見リクエストを届けてください
里山の会にカラープリンター機がやってきました。大いにカラープリンターをご活用ください。これまでの印刷はフルカラーでA4：1枚30円でした。今度はA4：1枚3円となります。ぜひ活用下さい。また活用される団体や友人にご紹介ください。100頁までならホッチギス止めが可能になります。一冊ずつ印刷できますので必要冊数が印刷製本できます。　
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